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50.1
％

49.9
％

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
28億3000万円

県支出金
（市が行う特定の事業などに対し
　　県が交付するお金）
　　　　5億5755万円

使用料及び手数料
（市施設の使用料や住民票

の交付手数料など）
1億9259万1千円

分担金及び負担金
（特定の利益を受ける人から
徴収するお金、保育料等）

1億6212万8千円

繰入金
（基金（市の貯金）から

取り崩すお金）
13億4000万円

その他
（繰越金、財産収入など）

2億5016万7千円

市税
(市民税、固定資産税など)

44億2645万円

その他
（地方消費税交付金など）
5億8400万円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
25億7498万6千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
33億1661万2千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
20億3933万7千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
11億4645万4千円

その他（災害による被害の復旧などに）
7542万6千円

議会費（議会の運営や議員の報酬に）
1億6801万2千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
11億3080万5千円

農林商工費
（農林畜産業、商工業や観光などに）
3億9255万9千円

消防費（消防活動などに）
4億6198万円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
14億5082万9千円

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
28億3000万円

市税
(市民税、固定資産税など)

44億2645万円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
25億7498万6千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
33億1661万2千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
20億3933万7千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
11億4645万4千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
11億3080万5千円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
14億5082万9千円

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
28億3000万円

国庫支出金　　　　　　　　
    （市が行う特定の事業などに
　　　 対し国が交付するお金）

11億2961万4千円

市税
(市民税、固定資産税など)

44億2645万円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
25億7498万6千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
33億1661万2千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
20億3933万7千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
11億4645万4千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
11億3080万5千円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
14億5082万9千円

一般会計 127 億 5700 万円（前年度比 4％増）一般会計 127 億 5700 万円（前年度比 4.0％増）

歳歳 歳入 歳歳 歳出

市民１人当たりの
　 市税負担額

123,053円

市民税
58,375円

固定資産税
57,322円

軽自動車税
  1,601円

市たばこ税
  5,755円

市民１人あたり
　　に使われるお金

354,637円

民生費
92,200円

土木費
71,583円

教育費
56,692円

公債費
40,332円

総務費
31,871円

衛生費
31,436円

消防費
12,843円

農林商工費
10,913円

議会費
  4,670円

その他
  2,097円

※市民 1人あたりの金額
　その年度の　　平成 20年 3月 1日
　 総合計　　　　現在人口　35,972 人

自主財源
　市税、使用料など、市が自ら収納、徴収できる財源のこと。
安定した行政運営には、歳入総額に対する割合が大きいほど望ましい。
依存財源
　自主財源に対して、地方交付税や国庫支出金など国や県の基準により
交付されたり割り当てられたりする収入のこと。

平成20年度

市の予算を
　見てみよう
市の予算を
　見てみよう
市の予算を
　見てみよう
　平成 20年度の一般会計と 9つの特別会計及び水道事業会計の予算が

まとまり、平成 20年第 1回葛城市議会定例会に提案されました。

用　語　の　説　明

お問い合わせ　総務財政課

予
算

市債
（事業を行うために国や

金融機関から借りるお金）
12億8450万円

市債
（事業を行うために国や

金融機関から借りるお金）
12億8450万円

市債
（事業を行うために国や

金融機関から借りるお金）
12億8450万円

予算額
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平成20年度　特別会計及び水道事業会計予算額

3,375,000

376,600

283,500

1,925,000

16,500

3,292,700

275,300

2,390

11,950

16,630

国  民  健  康  保  険  特  別  会  計

老 人 保 健 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 特 別 会 計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

        （介護サービス事業勘定）

下 水 道 事 業 特 別 会 計

学 校 給 食 特 別 会 計

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金 特 別 会 計

霊 苑 事 業 特 別 会 計

葛城市・広陵町介護認定審査会特別会計

3,480,300

2,625,000

1,785,700

14,100

2,265,000

274,800

3,924

127,400

16,890

▲105,300

▲2,248,400

皆 増

139,300

2,400

1,027,700

500

▲1,534

▲115,450

▲260

778,953

733,241

140,581

438,536

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

水道事業会計

794,529

758,673

135,900

373,252

▲15,576

▲25,432

4,681

65,284

（単位：千円）

平成20年度予算額会　　　　計　　　　名

会　　　　計　　　　名

増　減　額

平成20年度予算額

平成19年度予算額

平成19年度予算額 増　減　額

　当初予算規模は、総額で 235 億 434 万 7 千円となり、一般会計予算については、前年度当初予算と比較
すると 4.0％、4 億 9000 万円の増となりました。
　一般会計の歳入の主なものとして、市税全体で 44 億 2645 万円と前年度比 4.0％、1 億 8299 万 5 千円の
減と見込んでいます。市民税個人分は、所得の減などにより 6.6％、1 億 1240 万円の減と見込んでいます。
法人市民税は、主要企業の収益などが落ち込んだことにより 24.4％、1 億 6660 万円の減と見込んでいます。
固定資産税は新 ･ 増築による家屋分の増、企業の設備投資などによる償却資産分の増で 5.5％、1 億 800 万
円の増と見込んでいます。軽自動車税は 1.8％、100 万円の増、市たばこ税は健康志向などによる売上本数
の減に伴い 5.5％、1200 万円の減としています。
　地方交付税は 28 億 3000 万円、前年度比 11.9％、3 億円の増を計上しています。
　また、財源の調整として基金（市の貯金）の取崩しを計上していますが、13 億 4000 万円と前年度より
15.6％、2 億 4800 万円の減となっています。市債については 12 億 8450 万円と前年度より 54.7％、4 億
5440 万円の増となりました。
　自主財源と依存財源の区分では、自主財源が 63 億 7133 万 6 千円で、前年度と比較すると市税などの減
少により 6.3％の減、依存財源が 63 億 8566 万 4 千円で、地方交付税、市債などの増加により 16.8％の増
となり、自主財源比率は 49.9％と前年度より 5.6 ポイント下がりました。
　歳出では、社会福祉や高齢者、児童福祉などに使われる民生費が、後期高齢者医療保険に対する負担金や
民間保育園施設整備の支援などにより前年度比 4.8％、1 億 5131 万 3 千円の増となりました。道路整備や
公園整備などに使われる土木費は 18.5％、4 億 196 万 1 千円の増、学校教育や社会教育に使われる教育費
は 6.4％、1 億 2324 万 4 千円の増となりました。また、市の借金を返済する公債費は 0.8％、1156 万 1 千
円の増となりました。
　一方で、人員の適正配置や事業の効率化を進めており経常的な経費の削減に努めています。

　　平成 20年度の予算規模は、

　　　　一般会計　　　　　127	億 5700 万円	 （前年度比　4．0％増）
　　　　特別会計（9会計）　 95	億 7557 万円	 （前年度比　9．6％減）
　　　　企業会計（支出）　　11	億 7177 万 7千円	 （前年度比　3．5％増）
　　　　総　　額　　　　　235	億   434 万 7 千円	 （前年度比　2．0％減）となりました。
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「悠久のロマンと次代の英知が織りなす爽快都市〜葛城〜」の実現に向け、

　　①「安全・安心」　　　　　〜安全がまもられ、安心して暮らせるまち〜
　　②「愛着・快適」　　　　　〜自然や歴史遺産の豊かさと住みよさが共存する、愛されるまち〜
　　③「やさしさ・生きがい」   〜心豊かな人が育ち誰もが生きがいをもって過ごすまち〜
　　④「参画・活力」　　　　　〜市民と行政が目標を共有し、ともに取り組むまち〜

　　　　　　　　　　　　　　　　の四つを政策の柱として予算案を編成しました。主な事業を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　※（建設）は新市建設計画に該当する事業です。

シティー

①「安全・安心」
　　〜安全がまもられ、安心して暮らせるまち〜
●学校施設整備事業
・忍海小学校校舎改築・改造工事（継続・建設）
・新庄中学校校舎改築工事の実施設計（新規・建設）
・當麻小学校北館棟校舎地震補強・大規模改造工事の実施設計
　（新規・建設）
●地震防災対策アクションプログラム策定事業（新規）
　市が行う大規模地震に対する平素からの備え、災害時の対
　応についての個別・具体的な行動目標を定めます。
●地震ハザードマップ作成事業（新規）
　大規模地震を想定し、その震度分布と被害予測をわかりす
　く地図上に表した、地震ハザードマップを作成し、地震に
　備えた安全なまちづくりを進めます。
●防災・洪水ハザードマップ作成事業（新規）
　水害を想定し、その浸水区域や避難場所をわかりやすく地
　図上に表した、防災・洪水ハザードマップを作成し、水害
　に備えた安全なまちづくりを進めます。
●消防ポンプ整備事業（新規）
　地域の防災力の向上を図るため、消防団の第 2 分団の消防
　ポンプ自動車を更新します。
 ● AED 設置事業（継続）
　AED（自動体外式除細動器）を全小学校に設置します。
　これにより、公共施設 18 ヶ所に設置となります。

②「愛着・快適」
　　〜自然や歴史遺産の豊かさと住みよさが
　　　　　　　　　　　共存する、愛されるまち〜

③「やさしさ・生きがい」  
 　　〜心豊かな人が育ち
　　　　　　誰もが生きがいをもって過ごすまち〜

④「参画・活力」
　　〜市民と行政が目標を共有し、
　　　　　　　　　　　　　ともに取り組むまち〜

●街路事業（継続）
　新庄駅前通り線の整備を進めます。本年度は国道 24 号線
　以西の地域の道路改良工事を実施します。
●緊急地方道路整備事業
　・疋田本線（継続）引き続き整備します。
　・中道・諸鍬線（継続・建設）
　　新庄小学校附属幼稚園の遊戯室を整備します。
●まちづくり交付金事業（継続）
　都市再生整備計画による JR 新庄駅周辺の整備事業につい
　て、幹線道路整備事業については、JR の架道橋改築工事を、
　また、土地区画整理事業については、早期完成を目指した
　事業の推進を進めます。
●尺土駅前整備事業（新規・建設）
　事業推進に向けて本年度中に地元協議を終えて、平成 21
　年度の事業実施に向け、国、県と協議を進めます。
●山麓地域活性化事業（継続）
　平成 16 年度に策定した「地域再生整備計画」に基づき、
　山麓地域の活性化を図ります。
 ●企業誘致事業
　今後も優良企業などの誘致を積極的に進めます。

●妊婦一般健康診査公費負担事業
　母体や胎児の健康確保を図る上で重要な妊婦一般健康診査
　の公費負担を、1 回から 5 回に増やしすこやかな妊娠と出
　産を支援します。また新規事業として、かかりつけ医のい
　ない妊婦の飛び込み出産をなくすため、市民税非課税世帯
　を対象に妊娠判定受診料の公費負担を行います。
●子育てサポーター養成事業（新規）
　地域で支えあいながら楽しく子育てができるように、子育
　てを応援したい方、応援できる方を対象に、子育てサポー
　ターの養成講座を実施します。
●民間保育園支援事業（新規）
　次世代育成支援対策施設整備交付金事業に併せ、民間保育
　園の施設整備に対して助成を行います。
●男女共同参画基本計画策定事業（継続）
　男女共同参画社会の実現を目指すため、昨年度に実施した
　市民意識調査を基に、本年度は男女共同参画基本計画を策
　定します。
●学校施設整備事業
　・白鳳中学校武道場新築事業（新規・建設）

●市政モニター制度（継続）
　市の行政運営に広く市民の声を聞き、市民の考えを反映し
　たまちづくりのため、市政モニター制度を実施します。
●行政改革の推進（継続）
　市が行っております様々な事務事業に対しまして、その目
　的や成果・効果をできるだけ数値化し、評価する「行政評価」
　についての研究、また一部事務事業につきましては、試行
　評価を行います。
●職員の能力向上（継続）
　職員の専門的な知識・技能の一層の向上を図り、創造力豊
　かな職員を組織的に育成することを目的として、各種の研
　修を実施し、職員の資質の向上に取り組みます。
●組織機構の改革
　専門職の職員の集約と効率性を高めるため、都市整備部と
　産業建設部の二部を「都市産業部」の一部とし、都市計画
　課と建設課を「都市整備課」に統合、また農林商工課を「農
　林課」と「商工観光課」に分け、総務部総務財政課の情報
　推進室を「企画部情報推進課」とするとともに、総務部に
　市民の皆様の安全・安心を担う「生活安全課」を新設します。
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代
初
頭
に
債
務
の
借
入
及
び

償
還
を
除
い
た
歳
入
歳
出
の
差
、
い
わ
ゆ
る
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
目
指
し
て

お
り
、
今
後
も
地
方
交
付
税
や
補
助
金
等
を
削

減
す
る
圧
力
は
強
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
さ
ら
に
財
政

状
況
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
役
所
内
部
の
機
構
の
見

直
し
、
人
員
の
適
正
化
等
に
取
り
組
む
こ
と
で

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、

市
民
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
、
各
種
の
施
策

を
推
進
す
べ
く
予
算
案
の
編
成
を
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
新
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
き

ま
し
て
、
総
合
計
画
に
定
め
ま
し
た
四
つ
の
政

策
の
柱
に
基
づ
き
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

第
一　
「
安
全
・
安
心
」
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

～
安
全
が
ま
も
ら
れ
、
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
～

（
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
確
保
）

　

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
お
取
り
組
み
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

市
と
致
し
ま
し
て
も
小
学
生
の
下
校
時
の
安
全

確
保
・
犯
罪
抑
制
を
図
る
た
め
引
き
続
き
、
児

童
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
十
五
人
体
制
で
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
地

域
社
会
と
子
ど
も
の
安
全
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
高
田
地

区
地
域
安
全
推
進
委
員
の
皆
様
と
職
員
と
の
協

働
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
児
童
生
徒
が
地
震
等
の
災
害
時
に
も

安
心
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
の
継
続
と
し
て
忍

海
小
学
校
校
舎
改
築
・
改
造
工
事
、
ま
た
、
平

成
二
十
一
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
新
庄
中

学
校
校
舎
改
築
工
事
及
び
當
麻
小
学
校
校
舎
地

震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
に
つ
い
て
の
実
施

設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
災
害
や
火
災
等
へ
の
安
全
性
の
向
上
）

　

ま
ず
、
地
震
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
本
年
度
は
、
大
規
模
地
震
に
対
す
る
平

素
か
ら
の
備
え
、
ま
た
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
の
個
別
・
具
体
的
な
行
動
目
標
を
定
め
る
「
葛

城
市
地
震
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
致
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
迅
速
で
的

確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
連
絡
体
制
の

強
化
及
び
防
災
対
策
の
推
進
・
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
人
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
支
援
事
業
を
本
年

度
よ
り
個
人
負
担
な
し
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
度
策
定
致
し
ま
し
た
「
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
に
基
づ
い
て
「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
策
定
し
、
ま
た
、
洪
水
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
奈
良
県
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
河
川
浸
水
想
定
区
地
図
を
も
と
に
、
人

的
被
害
等
を
防
ぐ
た
め
、
本
市
の
浸
水
想
定
区

域
及
び
避
難
場
所
を
記
載
し
た
「
防
災
・
洪
水

葛
城
市
長

　
　

川　

義　

彦

平
成
二
十
年
度
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

シ
テ
ィ
ー
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
策
定
し
、
大
規
模
地
震

や
水
害
の
発
生
に
備
え
た
安
全
な
地
域
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
年
八
月
に
奈
良
県
防
災
総
合
訓
練

が
本
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
と

し
て
、
よ
り
一
層
の
市
民
皆
様
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防

災
組
織
の
結
成
に
向
け
引
き
続
き
支
援
を
す
る

と
と
も
に
、
消
防
署
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組

織
及
び
各
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域
の
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
第
二
分

団
に
配
置
し
て
お
り
ま
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
更
新
し
て
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
事
故
や
病
気
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

　

ま
ず
、
休
日
及
び
年
末
年
始
の
急
病
へ
の
対

応
と
致
し
ま
し
て
は
、「
葛
城
地
区
休
日
診
療

所
」
に
お
い
て
本
年
度
も
引
き
続
き
応
急
診
療

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ
り

小
児
の
深
夜
診
療
へ
の
対
応
と
し
て
、「
橿
原

市
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
」
に
お
い
て
応
急
診

療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
公
共
施
設
へ
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
度
ま
で
に
両
庁
舎
を
は
じ
め
十
三
の
公
共
施

設
に
設
置
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は

全
小
学
校
に
設
置
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
に
よ

り
市
内
十
八
の
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
も
市
民
皆
様
へ

の
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

来
庁
者
等
の
突
発
的
な
急
病
に
適
切
に
対
処
で

き
る
よ
う
、
職
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会
も
引

き
続
き
開
催
致
し
ま
す
。
さ
ら
に
消
防
署
に
お

き
ま
し
て
も
救
急
救
命
士
の
技
術
の
向
上
を
図

り
、
よ
り
一
層
救
急
救
命
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
食
育
・
食
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

　
「
食
」
は
命
の
源
で
あ
り
、
私
た
ち
人
間
が

生
き
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
皆
様
が
、

生
涯
を
通
じ
た
健
全
な
食
生
活
が
実
現
で
き
る

よ
う
「
食
育
」
へ
の
取
り
組
み
に
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
保
育
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

も
地
元
野
菜
を
取
り
入
れ
、
栄
養
士
を
中
心
に

正
し
い
食
事
の
あ
り
方
、
食
べ
物
の
大
切
さ
や

感
謝
す
る
気
持
ち
等
、
様
々
な
体
験
を
通
じ
て

乳
幼
児
期
か
ら
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
「
食
育
」

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給
食
費
補
助
の
継
続

と
併
せ
て
、
調
理
・
献
立
に
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
豊
か

で
魅
力
あ
る
学
校
給
食
を
供
給
し
、「
食
育
」

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
衛
生

管
理
の
徹
底
と
食
材
の
選
定
に
注
意
を
払
い
、

食
中
毒
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
民
生
活
の
安
心
感
の
向
上
）

　

ま
ず
、
架
空
請
求
、
悪
徳
商
法
等
の
苦
情
相

談
に
対
応
す
る
た
め
の
消
費
者
相
談
窓
口
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
よ
り
両
庁
舎
で
毎
月
一

回
ず
つ
開
設
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
拡
大
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
無
料
法
律
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、

複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
に
伴
い
相
談
件
数
も
増

加
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、

新
庄
庁
舎
と
當
麻
文
化
会
館
で
弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
所
を
毎
月
一
回
ず
つ
開
設
す
る
と
と

も
に
、
奈
良
県
弁
護
士
会
の
中
南
和
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
も
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、
市
民

の
皆
様
の
不
安
や
心
配
ご
と
の
解
消
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

第
二　
「
愛
着
・
快
適
」
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

～
自
然
や
歴
史
遺
産
の
豊
か
さ
と

　
　
　
　

住
み
よ
さ
が
共
存
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
さ
れ
る
ま
ち
～

（
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
）

　

ま
ず
、
本
定
例
会
に
お
い
て
ご
審
議
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
「
葛
城
市
産
業
廃
棄
物
処
理

施
設
及
び
設
備
の
設
置
等
の
指
導
に
関
す
る
条

例
」
に
よ
り
、
産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
事
業

者
に
対
し
、
本
市
が
必
要
な
助
言
と
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
に

当
た
っ
て
は
地
元
住
民
と
の
対
話
を
促
し
、
産

業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
の
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に
違
法
に
掲

出
さ
れ
た
は
り
紙
、
は
り
札
等
の
撤
去
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
ご
協
力
し
て
い
た
だ
く

「
違
反
簡
易
広
告
物
追
放
推
進
員
制
度
」
を
開

始
致
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
市
内
一
斉
清
掃
活

動
の
推
進
、
不
法
投
棄
の
監
視
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
み
の
分
別
収
集
の
促
進
、
減
量

化
に
向
け
、
再
生
資
源
集
団
回
収
助
成
等
の
施

策
を
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、
ま
た
、
広

報
紙
等
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
に
啓
発
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
既
存
の
両
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
更
新

時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
新
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
の
統
合
改
修
に
向
け
て
の
用
地
選
定

等
に
積
極
的
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
も
原
水
確
保
に
関
係
地
域
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
な
が
ら
、
県
営
水
道
か
ら
百
二
十
万

ト
ン
の
受
水
を
行
い
、
さ
ら
な
る
安
定
供
給
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
水
質
の
安
全
対

策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
寺
口
受
配
水
池

耐
震
補
強
補
修
工
事
そ
の
他
各
浄
水
施
設
の
設

備
改
良
を
行
い
、
併
せ
て
経
営
の
健
全
化
に
向

け
、
引
き
続
き
企
業
債
の
繰
上
償
還
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
約
九
百
九
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用
開
始
と

な
り
、
普
及
率
は
九
十
五
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

水
洗
化
率
は
八
十
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
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お
り
、
本
年
度
も
管
渠
布
設
工
事
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
金

利
の
地
方
債
の
公
債
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

下
水
道
事
業
債
の
繰
上
償
還
等
を
行
い
、
経
営

健
全
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
森
林
資
源
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
引
き
続
き
造
林
事
業
、
間
伐
等
促
進

事
業
に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
里
山
林
機
能
回

復
事
業
、
奈
良
の
元
気
な
森
林
づ
く
り
推
進
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
間
伐
促
進
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
歴
史
・
文
化
の
保
全
と
交
流
の
促
進
）

　

ま
ず
、
歴
史
博
物
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石

光
寺
・
當
麻
寺
等
の
古
代
寺
院
跡
か
ら
出
土
し

た
、
仏
の
姿
を
粘
土
板
上
に
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
も
の
で
建
物
内
部
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た

「

仏
」
に
着
目
し
、「
仏
の
レ
リ
ー
フ
」
と
題

す
る
、
特
別
展
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

次
に
、
文
化
財
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
宝
當
麻
寺
本
堂
他
五
棟
の
国
宝
・
重
要
文
化

財
建
造
物
の
消
火
設
備
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
の

改
良
等
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
国
・
県
と
と
も
に
文
化
財
保
全
の

観
点
か
ら
事
業
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
村
井
住
宅
や
當
麻
寺
大
師
堂
等
の
指
定

文
化
財
の
保
存
・
保
全
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

県
と
も
ど
も
所
有
者
に
対
す
る
事
業
助
成
を
行

い
、
貴
重
な
国
民
財
産
で
あ
る
文
化
財
の
保
全

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二

上
山
、
當
麻
寺
を
中
心
に
、
二
〇
一
〇
年
に
開

催
さ
れ
る
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
事
業
に
よ
る

奈
良
県
へ
の
観
光
客
を
本
市
へ
誘
致
で
き
る
よ

う
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
相
撲
館
で
実
施
致
し
ま
し
た
田
子
ノ
浦
部
屋

に
よ
る
「
け
は
や
座
場
所
」
を
本
年
度
も
開
催

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
）

　

ま
ず
、
新
庄
駅
前
通
り
線
整
備
事
業
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
国
道
二
四
号

線
交
差
点
の
西
側
区
域
延
長
約
百
四
十
メ
ー
ト

ル
の
部
分
の
道
路
改
良
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
平
成
二
十
一
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
Ｊ
Ｒ
大
和
新
庄
駅
周
辺
地
域
に
お
け

る
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本

年
度
も
Ｊ
Ｒ
の
架
道
橋
改
築
工
事
等
を
継
続
し

て
事
業
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に

土
地
区
画
整
理
組
合
に
よ
り
工
事
に
着
手
さ
れ

て
お
り
、
本
年
度
も
早
期
の
完
成
を
目
指
し
た

事
業
の
推
進
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
疋
田
本
線
に
つ
き
ま
し
て
は
全
線
の

完
了
を
、
中
道
諸
鍬
線
に
つ
き
ま
し
て
は
葛
木

か
ら
県
道
寺
口
北
花
内
線
ま
で
の
供
用
を
目
指

し
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
辨
之
庄
・
木
戸
線
（
仮
称
）
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
事
業
と
し
て
の
推
進
を
要
望
し
、
ま

た
尺
土
駅
前
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
推
進
に
向
け
て
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
本
年
度
中
に
地
元
協
議
を
終
え
、

平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
実
施
に
向
け
、
国
、

県
と
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
道
一
六
五
号
線
大
和
高
田
バ
イ
パ

ス
の
事
業
進
捗
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
辨
之
庄
及

び
太
田
地
区
よ
り
国
道
一
六
六
号
線
ま
で
の
区

間
の
測
量
業
務
を
昨
年
度
末
に
完
了
さ
れ
、
本

年
度
内
に
設
計
を
完
了
さ
れ
る
予
定
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
国
道
一
六
六
号
線
竹
内
地
区
歩

道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
で
完
了
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
道
橿
原
新
庄
線
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
度
は
葛
城
市
内
、
大
和
高
田

市
・
御
所
市
の
一
部
を
含
め
用
地
買
収
を
進
め

て
い
た
だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
公
共
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

四
月
か
ら
「
葛
城
号
」
の
停
留
所
を
十
三
箇
所

に
増
設
し
、
併
せ
て
「
ミ
ニ
バ
ス
」
の
運
行
を

新
た
に
開
始
し
、
葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
を
得
て
「
ゆ
う
あ
い
号
」
と
も
連
携
を
と

る
こ
と
で
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
産
業
の
振
興
）

　

ま
ず
、
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
農
業
農
村
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
、

ほ
場
整
備
、
農
道
整
備
、
た
め
池
整
備
事
業
を

実
施
し
、
生
産
基
盤
と
農
村
生
活
環
境
の
整
備

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
」「
中
小
企
業
者
経

営
改
善
資
金
利
子
補
給
」「
小
規
模
事
業
者
特

別
小
口
融
資
保
証
料
助
成
」
を
本
年
度
も
実
施

し
、
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
、
合
理
化
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
商

工
会
運
営
補
助
等
の
支
援
を
行
い
、
商
工
会
と

の
連
携
も
密
に
し
、
商
工
業
者
が
求
め
ら
れ
る

支
援
制
度
や
行
政
の
新
し
い
役
割
の
発
掘
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
山
麓
地
域
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
南
阪
奈
道
路
、
国
道
一
六
五
号
線
大
和
高

田
バ
イ
パ
ス
の
整
備
等
に
よ
る
交
通
条
件
の
飛

躍
的
な
向
上
に
よ
り
、
田
園
都
市
と
し
て
の
機

能
が
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、平
成
十
六
年
度
に
策
定
致
し
ま
し
た
「
地

域
再
生
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
年
度
は
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
事
業
実
施
に
向
け
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
忍
海
・

薑
・
新
村
の
工
業
地
域
に
お
い
て
企
業
数
社
と

工
場
誘
致
の
交
渉
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
度
は

そ
の
中
の
一
社
が
工
場
建
設
に
着
手
さ
れ
、
早

期
操
業
に
向
け
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
に
向
け
手
続
き
を
進
め

て
お
ら
れ
る
企
業
も
あ
り
、
本
年
度
に
は
建
設

に
着
手
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
十
八
年
に
工
業
系
ゾ
ー
ン
と
し
て

設
定
さ
れ
た
地
域
に
も
企
業
進
出
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
県
と
の
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
優
良
企
業
等
の
誘
致
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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第
三　
「
や
さ
し
さ
・
生
き
が
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま
ち
づ
く
り

　

～
心
豊
か
な
人
が
育
ち
、
誰
も
が

　
　
　
　
　

生
き
が
い
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
ご
す
ま
ち
～

（
地
域
で
支
え
る
子
育
て
）

　

ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
の
い
な
い
妊
婦
の
飛

び
込
み
出
産
を
な
く
す
た
め
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
を
対
象
に
妊
娠
判
定
受
診
料
の
公
費
負
担

制
度
創
設
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
母

体
や
胎
児
の
健
康
を
確
保
す
る
う
え
で
必
要
か

つ
重
要
な
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公
費
負
担
回

数
を
一
回
か
ら
五
回
に
増
や
し
、
す
こ
や
か
な

妊
娠
と
出
産
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
発
達
上
の
問
題
を
も
つ
児
と
保
護
者
に
対

し
、
す
く
す
く
子
育
て
相
談
や
療
育
教
室
で
の

専
門
的
な
支
援
を
提
供
し
、
妊
娠
、
出
産
、
育

児
を
通
じ
て
母
子
の
よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
て
、
安
心

し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
で
支

え
合
い
な
が
ら
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
本

年
度
は
子
育
て
を
応
援
し
た
い
方
、
応
援
で
き

る
方
を
対
象
に
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講

座
を
開
講
致
し
ま
す
。

　

次
に
、
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
立
保

育
所
と
民
間
の
保
育
園
が
互
い
に
連
携
を
図

り
、
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
本
年
度
か
ら
は
、
国
の
次
世
代
育
成
支
援

対
策
施
設
整
備
交
付
金
事
業
に
併
せ
、
民
間
保

育
園
の
施
設
整
備
に
対
す
る
助
成
を
図
り
、
保

育
施
設
の
充
実
及
び
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
学
童
保
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
保
護
者
が
就
労

等
で
昼
間
家
庭
に
お
ら
れ
な
い
小
学
校
低
学
年

児
童
を
中
心
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
施
設
の
充
実
及
び
運
営
の
向
上
を
図
り
、
今

後
も
児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
実
施
致
し
ま
し
た
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
を
、
本
年
度
も
各

小
学
校
に
お
い
て
週
一
回
実
施
し
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
確
保
し
、
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
地
域
住
民
と
の
交

流
活
動
等
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て

と
生
き
が
い
の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
心
豊
か
な
人
づ
く
り
）

　

ま
ず
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
市
民
の
皆
様
の
意
識
調
査
を
実

施
致
し
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
は
そ
の
調
査
を

も
と
に
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
男
女
が
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
め

合
い
、
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
男
性
、
女
性
の

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ

と
、
個
々
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
学
校
教
育
の
充
実
）

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
配
置

し
ま
し
た
特
別
教
育
支
援
員
を
継
続
配
置
す
る

と
と
も
に
、
適
応
指
導
教
室
所
属
の
専
門
家
の

指
導
・
支
援
を
得
て
充
実
し
た
特
別
支
援
教
育

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
英
語
教
育
を
担
う
外
国
人
講
師
は
、

引
き
続
き
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
配
置
致
し

ま
す
。
ま
た
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
て
豊

か
な
感
性
を
育
み
、
文
化
の
振
興
に
役
立
て
る

「
本
物
の
芸
術
鑑
賞
事
業
」
も
引
き
続
き
実
施

致
し
ま
す
。

　

次
に
、
施
設
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
白
鳳
中

学
校
武
道
場
の
新
築
工
事
、
ま
た
、
新
庄
小
学

校
附
属
幼
稚
園
遊
戯
室
を
、
市
道
拡
幅
に
伴
い

移
築
致
し
ま
す
が
、
園
児
に
よ
り
良
い
環
境
を

提
供
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
芸
術
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
）

　

ま
ず
、
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
の
皆
様
が
芸
術
文
化
活
動
を
介
し

て
交
流
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
へ
の
誇
り
が
生
み

出
さ
れ
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
、
中
央
公
民
館

及
び
両
文
化
会
館
連
携
の
も
と
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
親
子
が
触
れ
合

う
機
会
の
創
出
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

加
え
、
団
塊
世
代
の
退
職
の
始
ま
り
等
も
視
野

に
入
れ
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で

き
る
生
涯
学
習
教
室
・
講
座
の
開
催
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
体
育
祭
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
の

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
等
を
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
へ
の
参
加
促
進
の
場
と
し
て
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
親
し
み
楽
し

ん
で
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
充
実

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）

　

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
面
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
基
本
健
康
診
査
か
ら
特
定
健
康
診
査
、
特
定

保
健
指
導
に
制
度
が
変
わ
り
、
従
来
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
保
健
事
業
と
併
せ
て
よ
り
一
層
健

康
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
き
ら
り
葛
城
21
～
イ
キ
イ
キ
輝
く
ま
ち
プ
ラ

ン
～
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
の
健

康
へ
の
関
心
と
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
の
充
実
）

　

介
護
保
険
制
度
が
周
知
さ
れ
定
着
し
て
い
る

な
か
、
本
市
も
高
齢
化
率
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
、
要
介
護
認
定
者
が
約
一
千
三
百
五
十

人
と
な
り
、
独
居
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、

高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
老
老
介
護
、
認

知
症
問
題
等
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
年
度
よ
り
地
域
支
援
事
業
等
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
市
民
グ

ル
ー
プ
の
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
増
加
し
つ

つ
あ
る
認
知
症
対
策
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
生

き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
障
害
者
福
祉
の
充
実
）

　

昨
年
度
、
地
域
の
障
害
者
に
関
す
る
ネ
ッ
ト

こ
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ワ
ー
ク
づ
く
り
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
た

め
、「
中
和
地
区
三
市
一
町
障
害
者
自
立
支
援

協
議
会
」
を
設
置
致
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

こ
の
協
議
会
を
通
じ
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
障
害
者
の
方
が
自
立
し
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
、
相
談
支
援
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
支
援
）

　

生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
々
保
護
受

給
率
が
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
自
立
支
援

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
生
活
困
窮
者
の
医

療
費
・
介
護
制
度
・
年
金
等
の
相
談
や
、
被
保

護
者
の
訪
問
指
導
及
び
就
業
指
導
、
高
齢
者
へ

の
介
護
指
導
等
の
適
切
な
助
言
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
事
業
・

　
　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
）

　

一
昨
年
に
医
療
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立

し
、
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
現
在

は
段
階
的
に
施
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
制
度
が
創
設
さ
れ
て
、
税

率
改
正
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
様
に
新
た
な
負
担
を
求
め
な
い

と
い
う
考
え
方
の
も
と
で
見
直
し
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
適
正
化
事
業
と
し

て
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
国
民
健
康
保
険
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
保
険
事
業
に
最
善
の
努

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
老
人
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
増
大
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
国
民
皆
保
険
を
堅
持
し
、
将
来
に
わ
た
り

持
続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
、
高
齢
者

医
療
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
老
人
保
健
は
、

本
年
度
か
ら
県
内
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広
域

連
合
が
保
険
者
と
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
引
き
継
が
れ
、
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。
ま
た
、

各
種
申
請
や
届
出
等
に
よ
る
窓
口
事
務
に
つ
き

ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
市
町
村
が
行
う
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
事
業
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
の
立
場
に
立
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
四　
「
参
画
・
活
力
」
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

～
市
民
の
皆
様
と
行
政
が

　
　
　
　

目
標
を
共
有
し
、

　
　
　
　
　

と
も
に
取
り
組
む
ま
ち
～

（
市
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
）

　

ま
ず
、
市
の
政
策
を
決
定
す
る
過
程
で
、
市

民
の
皆
様
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
市
政
運
営
に
お
け
る
公
正
性

の
確
保
及
び
透
明
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
昨
年
度
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

実
施
要
綱
」
を
制
定
し
、
そ
の
制
度
化
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
計
画
策
定

等
に
お
い
て
も
、
こ
の
制
度
が
活
か
さ
れ
、
市

民
の
皆
様
の
意
向
が
政
策
決
定
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
市
政
モ

ニ
タ
ー
制
度
」
も
引
き
続
き
実
施
し
、
よ
り
開

か
れ
た
市
政
と
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
情
報
化
施
策
の
推
進
）

　

地
域
情
報
化
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
々

刻
々
と
進
化
す
る
情
報
化
社
会
に
対
応
す
べ

く
、
地
域
と
行
政
に
お
け
る
今
後
の
情
報
通
信

技
術
施
策
推
進
の
た
め
に
、
市
民
皆
様
へ
意
向

調
査
を
実
施
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
で
き
る
だ

け
反
映
し
た
中
長
期
的
な
施
策
の
実
現
を
図

る
た
め
の
情
報
化
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
）

　

ま
ず
、
合
併
後
三
年
半
が
経
過
し
、
施
設
の

統
廃
合
を
は
じ
め
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ

る
な
か
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
を

目
指
し
、
引
き
続
き
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」

「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
を
中
心
に
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
年
度
は
市
が
行
っ
て
い
る
様
々
な

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
目
的
や
成
果
・
効
果
を

で
き
る
だ
け
数
値
化
し
、
評
価
す
る
「
行
政
評

価
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
、
ま
た
一
部
事
務

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
試
行
評
価
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
歳
入
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
の

根
幹
で
あ
る
市
税
の
収
入
と
税
負
担
の
公
平
性

を
確
保
す
る
意
味
か
ら
、
滞
納
処
分
を
さ
ら
に

積
極
的
に
実
施
す
る
等
、
徴
収
の
強
化
を
図
り

収
納
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
機
構
組
織
に
つ
き
ま
し
て
は
、
専
門

職
の
職
員
の
集
約
と
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、都
市
整
備
部
と
産
業
建
設
部
の
二
部
を
「
都

市
産
業
部
」
の
一
部
と
し
、
都
市
計
画
課
と
建

設
課
を
「
都
市
整
備
課
」
に
統
合
、
ま
た
農
林

商
工
課
を
「
農
林
課
」
と
「
商
工
観
光
課
」
に

分
け
、
総
務
部
総
務
財
政
課
に
ご
ざ
い
ま
し
た

情
報
推
進
室
を
「
企
画
部
情
報
推
進
課
」
と
す

る
と
と
も
に
、
総
務
部
に
市
民
の
皆
様
の
安
全
・

安
心
を
担
う
「
生
活
安
全
課
」
を
新
設
致
し
ま

す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
葛
城
市
の

主
要
な
施
策
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
多
く
の
施
策

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
を
は
じ
め
全
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
時
代
の
動
向
や
葛
城
市
の
将
来
を

見
据
え
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

議
員
各
位
及
び
市
民
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
施
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
議
員
各
位
及
び
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
計
画
致
し
ま
し
た
諸

施
策
が
円
滑
に
推
進
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

念
願
し
、
平
成
二
十
年
度
の
施
政
方
針
と
致
し

ま
す
。
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3
月
1
日
、
森
林

資
源
の
大
切
さ
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
葛
城
市
森
林

組
合
に
よ
っ
て
「
シ

イ
タ
ケ
菌
打
ち
体
験
」

が
、
農
業
者
健
康
管

理
休
養
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
な
ど
で

組
合
員
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
シ
イ
タ
ケ
と
ク
リ
タ
ケ
の
菌
打
ち
体
験
と

ク
ラ
フ
ト
体
験
で
し
た
が
、
も
の
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
数
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
イ
タ
ケ
と
ク
リ
タ
ケ
の
菌
打
ち
体
験
で
は
、
コ
ナ

ラ
の
原
木
に
穴
を
開
け
、
そ
こ
に
コ
マ
菌
を
打
ち
付
け

ま
す
が
、参
加
者
か
ら
は
意
外
と
簡
単
で
お
も
し
ろ
か
っ

た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
フ

ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
子
ど
も
達

を
中
心
に
、
夢
中

に
な
っ
て
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

シ
イ
タ
ケ
菌
打
ち
体
験

　

2
月
24
日
、「
葛
城
市
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
推
進
大
会
」
が
新
庄
文
化
会
館
マ

ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
市
民
の
多
数
の
参

加
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
チ
ー
ム
白
鳳
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」

で
華
や
か
に
幕
が
開
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
に
よ
る
市
歌
の
斉
唱
や
来

賓
の
祝
辞
な
ど
の
開
会
行
事
に
続
き
、
3

つ
の
生
涯
学
習
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

1
つ
め
は
、
市
立
図
書
館
の
風
土
記
制

作
事
業
で
、「
葛
城
の
昔
ば
な
し
・
大
和

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
開
催
！

の
カ
エ
ル
と
大
阪
の
カ
エ
ル
」
と
い
う
紙

芝
居
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
つ
め
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
4
人

の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
文
発
表

で
、
貴
重
な
生
活
体
験
文
や
映
画
感
想
文

が
発
表
さ
れ
、
会
場
に
大
き
な
感
動
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

3
つ
め
は
、
19
年
度
地
域
公
民
館
モ
デ

ル
分
館
活
動
と
し
て
指
定
を
受
け
た
、
南

花
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
「”
え

え
と
こ
や
ね
え　

南
花
内
再
発
見
」、
兵

家
イ
ト
ー
ピ
ア
の
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

住
み
続
け
た
い
、住
ん
で
み
た
い
ま
ち
に
」

の
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
残
る

伝
統
の
継
承
と
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
様
子
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
手

話
サ
ー
ク
ル
友
情
に
よ
る
学
習
発
表
と
し

て
手
話
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
外
の
ロ
ビ
ー
で
は
分
館
の

取
り
組
み
の
様
子
が
わ
か
る
展
示
も
併
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
記
念
品
と
し
て
花
の
種
（
プ

チ
ガ
ー
デ
ン
）
が
配
布
さ
れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
発
表
者
、
参
加
者

の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

”
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校
舎
の
桜
の
つ
ぼ
み
も
大
き
く
膨

ら
み
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
の

な
か
、
市
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

で
卒
業
（

園
）

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
式
で
は
、
先
生
方
や

家
族
そ
し
て
在
校
生
に
見
守
ら
れ
る

な
か
、
心
身
と
も
に
立
派
に
成
長
し

た
卒
業
生
・
卒
園
児
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
程
を
修
了
し
た
証
で
あ
る
卒
業

（

修
了
）

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
（

園
）

長
先
生
や
た
く
さ
ん
の
来

賓
の
方
々
か
ら
は
、
心
温
ま
る
お
祝

い
の
言
葉
と
と
も
に
、
希
望
・
夢
・

厳
し
さ
な
ど
次
の
新
し
い
道
に
進
ん

卒
業
（

園
）

式

新庄中学校のようす

白鳳中学校のようす

ふ
れ
あ
い
大
相
撲
「
け
は
や
場
所
」

で
い
く
卒
業
生
・
卒
園
児
に
激
励
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
卒
業
生
・
卒
園
児
の
皆
さ

ん
は
、
先
生
方
や
在
校
生
か
ら
お
祝

い
の
盛
大
な
拍
手
で
見
送
ら
れ
な
が

ら
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
で
友
だ
ち
や
先
生
と
楽
し

く
過
ご
し
た
こ
と
、
小
学
校
・
中
学

校
で
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
み
、
喜

び
、
時
に
は
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
み
ん
な
大
切
な
思
い
出

で
す
。
こ
の
大
切
な
思
い
出
を
自
分

の
宝
物
と
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

  

2
月
23
日
、
葛
城
市
相
撲
館
「
け
は
や
座
」
に
お
い
て
、
田
子
ノ
浦
親
方
初
め
力
士
8
名

と
呼
出
し
の
方
々
の
協
力
に
よ
る
『
ふ
れ
あ
い
大
相
撲
「
け
は
や
座
場
所
」』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
、
親
方
一
行
は
来
館
後
す
ぐ
に
「
當
麻
蹶
速
塚
」
を
参
拝
さ
れ
、
春
場
所
の
健
闘
を

お
祈
り
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
相
撲
館
内
に
お
い
て
力
士
紹
介
が
あ
り
模
範
稽
古
が
始
ま

り
ま
し
た
。
中
で
も
力
士
同
士
の
申
し
合
い
の
迫
力
は
館
内
全
体
に
伝
わ
り
、
参
加
選
手
達

は
の
め
り
込
む
よ
う
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

模
範
稽
古
の
後
、
参
加
選
手
達
は
力
士
に
ぶ
つ
か
っ
て
い

き
、
選
手
の
元
気
さ
に
驚
い
た
様
子
の
力
士
も
い
ま
し
た
が
、

逆
に
力
士
の
力
強
さ
・
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
選
手
も
い
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
髷ま

げ

結
い
の
実
演
、
呼
出
し
扇
太
郎
さ
ん
に
よ
る

「
相
撲
太
鼓
」
の
披
露
が
あ
り
、
続
い
て
け
は
や
相
撲
甚
句

会
に
よ
る
相
撲
甚
句
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

相
撲
館
前
に
は
多
く
の
幟

の
ぼ
り
が
た
て
ら
れ
、
館
内
で
は
力
士

の
鬢び

ん

付
け
油
の
匂
い
も
漂
い
、
あ
た
り
は
相
撲
興
行
の
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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新しい国民健康保険被保険者証は届いていますか？
　平成 20 年 4 月からお使いいただく国民健康保険被保険者証（保険証）は届いていますか？

　3 月下旬に、新しい保険証を配達記録郵便にて郵送しております。該当される方で、まだ届いていない方に

ついては市民課までお問い合わせください。

　なお、今までお使いになられた旧保険証については、平成 20 年 4 月からは使用できませんので、各自で処

分されるか、または市民課まで返還してください。

　今年度から、保険証が一人一枚のカードタイプになり、小さくなりましたので紛失等に十分注意し、大切に

保管してください。

　万一、紛失した場合には、警察へ届け出をしていただき、市民課で再交付の手続きをしてください。

◎詳しくは、　市民課まで

◎詳しくは、　市民課または大和高田社会保険事務所　☎（22）3531 まで

国民年金保険料の「学生納付特例制度」
　日本国内に住むすべての人は、20 歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務づけ

られています。ただし、学生の方については、申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特

例制度」が設けられています。（本人の所得および在学する学校に一定の要件があります。なお、家族の方の

所得の多寡は問いません。）

　また、事故や病気等で障害が残った場合で、「障害基礎年金」を受けるためには、一定の保険料納付要件が

必要ですが、学生納付特例制度の承認を受けている期間は、保険料納付済期間と同様に当該要件の対象期間

になりますので、万が一の時にも安心です。

保険料の追納

　老齢基礎年金を受け取るためには、原則として保険料納付済期間等が 25 年以上必要です。学生納付特例

制度の承認を受けた期間は、この 25 年以上という老齢基礎年金の受給資格期間には含まれることとなりま

すが、年金額の計算の対象となる期間には含まれません。

　このため、将来、より多くの年金を受け取るために 10 年間のうちに保険料を納付（追納）することがで

きます。承認を受けた翌年度から起算して、3 年度目以降に追納する場合は、猶予されていたときの保険料

に一定の加算額が上乗せされます。

※ 経済的に余裕がある場合は、保険料を納付するほうがお得です。

　保険料の後払い（追納）は、保険料が高くなることはあっても、安くなることはありません。

　経済的に余裕がある場合には、口座振替の早割制度、保険料の前納制度をご利用されることをおすすめし

ます。

申請手続　～ 毎
・

年
・

度
・

、申請が必要です ～

　市役所の市民課で申請手続を行ってください。

　（お持ちいただくもの）

　①年金手帳　②印鑑　③在学証明書または学生証の写し

　④前年に所得がある場合は、それがわかる書類　

　⑤雇用保険受給資格者証または雇用保険被保険者離職票等の写し（退職、失業を理由に申請する場合）

　※　社会保険庁から学生納付特例申請書（ハガキ）を送付された方は、申請書（ハガキ）に必要事

　　項をご記入のうえ、ご返送ください。市役所での申請手続は不要となります。

保険料を追納する場合は、納付書が必要となりますので大和高田社会保険事務所にお申し込みください。
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☆自立支援医療（精神通院・更生）を
			   受給されている皆さんへ
　4 月 1 日から後期高齢者医療制度が創設されることに
伴って、医療保険の変更および世帯範囲の変更により、所
得区分の変更が生じることがあります。

◎詳しくは、社会福祉課まで

☆まんだらトポスが移転しました
　葛城市が精神障害の相談支援事業を委託している「まん
だらトポス」が、3 月 1 日より次の場所に移転しました。

	 所在地：葛城市當麻 388 番地 3
		  　（山麓線・當麻寺参道　交差点　北東角地）
	 電　話：（48）3399

つどいの広場へ
遊びに来ませんか？

　子育て支援センターや當麻・磐城児童
館では、親子が自由に遊び交流すること
のできる『つどいの広場』を開催してい
ます。子育て中の皆さんどうぞ気軽に遊
びに来てください。

●毎週　月・水・金
●利用時間　午前 9 時 30 分～午後 3 時

（児童館は午後 2 時まで）
● 4 月 14 日（月）からはじめます。
※対象者は市内在住の未就園児に限ります。

（生後 3 カ月位から就園前まで）

	 ◎詳しくは、子育て支援センター 
			   ☎（69）5241 まで

本人確認にご協力を！！
5 月 1 日から住民票・戸籍謄抄本などの交付請求時に

本人確認書類の提示が必要となります
　最近、住民票の写しや戸籍謄抄本などを、本人になりすまして不正請求する

事件が発生し、社会的な問題になっています。

　このような不正行為を未然に防止するために、5 月 1 日からは、住民票・戸

籍等の交付請求時に身分証明書などの提示をおねがいすることとなりました。

　なお、同一世帯でない方や、同一戸籍でない方および第三者が交付請求され

る場合は、委任状も必要です。

　どうぞ､ 皆さまのご理解とご協力をお願いします。

　＊交付請求の際本人確認を行う証明書 ( 代理人も含みます )
	 ◎住民票の写し・住民票記載事項証明など住民票に関する証明書

	 ◎戸籍謄本・抄本 ( 全部事項証明・個人事項証明 )

	 ◎改製原戸籍、除籍などの戸籍証明書

	 ◎戸籍の附票

　＊提示していただく書類の例
	 住基カード（顔写真付き）・運転免許証・パスポート・外国人登録証

	 官公庁が発行した身分証明書（顔写真付き）など

　＊やむを得ず上記の書類が提示できない場合は
	 健康保険証・年金手帳・年金証書・金融機関のキャッシュカード・預金通帳・社員証・会員証・学生

	 証・クレジットカード・病院の診察券など通常本人および同一世帯員以外の者が所持することができな

	 い書類（2 種類必要）

　＊本人確認として認められない書類
	 ポイントカード、名刺など ◎詳しくは、　市民課まで

（

（

　「まんだらトポス」は、地域で生活を送っている
精神障害のある方や、その家族などの日常生活に関
する相談に応じたり、憩いや交流活動に参加できる
場を提供していています。
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平成 20 年度　葛城市税の納付月・納付期限が決まりました

安全で便利な口座振替制度をご利用ください！

　口座振替をご利用になると、納付のために金融機関などへお出かけいただく必要がなくなります。また、うっ

かり納期限を忘れてしまうという心配もなくなります。

　申し込み手続きは、市指定の金融機関および郵便局でできます。

税金を納めないでいると・・・

　納付期限までに税金を納付されませんと、督促状が送付されます。督促状には督促手数料が加算され、延滞

金がかかることもあります。また、督促状の指定期間までに税金を納付されない場合は、財産の差し押え等の

滞納処分の対象にもなります。

　いろいろな事情があり、納付期限までに納付することが困難な場合は、そのままに放置せずに早めに納税通

知書と印鑑を持って市役所収納課へ納税の相談にお越しください。
◎詳しくは、収納課まで

税　　目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

市県民税 ( 普通徴収 ) ● ● ●

固定資産税 ● ● ●

軽自動車税 ●

国民健康保険税 ● ● ● ● ● ● ● ●

税　　目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

市県民税 ( 普通徴収 ) 7/31 9/30 12/1

固定資産税 6/2 9/1 10/31

軽自動車税 6/2

国民健康保険税 7/31 9/1 9/30 10/31 12/1 12/25 2/2 3/2

葛城市税の納付月

　納付期限は各納付月末日（12 月は 25 日）です。納付期限が土日祝日の場合は、翌金融機関営業日になります。

納付期限日一覧

電子申請サービスの提供について
　葛城市では、「奈良県電子自治体共同システム（e 古都なら）」を利用して、インターネット回線から、

各種申請・届出・講座・イベント申し込みなどの電子申請サービスを行っております。

現在ご利用いただけるサービス等

●水道の開栓（使用開始）届出、閉栓（使用中止）届出　●大型ごみリクエスト収集　●児童手当額改

定申請、児童手当支払金融機関変更届、児童扶養手当支払金融機関変更届　●住民票の交付予約（公的

個人認証が必要になります）　●各種講座・教室の申込申請

　手続内容や入力操作に関しましては、次のところまでお問い合わせください。

	 手続の内容については、市役所各業務担当課

	 システム全般については、企画部情報推進課

	 パソコンの入力操作等の問い合わせについては、

		  ヘルプデスク：☎　0742（64）0088　　ＦＡＸ　0742（64）0100

　トップページのＵＲＬ

	 http://www.egov-nara.jp/e-kotonara   まで
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日程 時　間 実施場所

4/21（月）
10:00 〜 10:30 笛吹集会所前
10:45 〜 11:30 西辻コミュニティセンター前
13:30 〜 15:00 歴史博物館駐車場

4/22（火）  9:30 〜 11:30 葛城市役所新庄庁舎北側駐車場

4/23（水）
 9:30 〜 11:30 商工会本所（旧新庄商工会）駐車場
13:30 〜 15:00 公民館疋田分館前

5/12（月）

 9:30 〜 10:10 當麻観光駐車場
10:30 〜 11:10 勝根公民館前
11:30 〜 12:00 今在家農業実行組合倉庫前
13:00 〜 13:30 染野公民館前
13:50 〜 14:20 新在家公民館前
14:40 〜 15:20 加守公民館前

5/13（火）

 9:30 〜 10:10 南今市公民館前
10:30 〜 11:00 太田集落センター前
11:20 〜 12:00 大畑集落センター前
13:00 〜 13:30 竹内集落センター前
13:50 〜 14:30 兵家公民館前

5/14（水）

 9:30 〜 10:00 木戸集落センター前
10:20 〜 11:00 八川公民館前
11:20 〜 12:00 尺土公民館前
13:00 〜 14:00 葛城市役所當麻庁舎前

犬の登録と
狂犬病の集合予防注射

	 犬の登録は、生涯１回。
	 狂犬病予防注射は、毎年１回。
　生後、91 日以上の犬を飼っている方は、登録と予防注射を
行ってください。
　犬の登録と狂犬病予防注射は、法律で義務付けられています。
　・犬の登録手数料：3,000 円（犬の登録がまだの方）
　・狂犬病予防注射：3,200 円
※「予防注射実施のお知らせ」のはがきが届いている方は、
　当日必ず持参してください。

※ 最寄りの動物病院でも予防注射は受けられます。（料金が
　異なります。）		        ◎詳しくは、環境課まで

●●●再生資源集団回収だより●●●
　平成 19 年度は、新たに 3 団体が加入していただき、56 団体の回収の結果、約 1,200 トンの再生資源を回収
することができました。
　しかし、残念ながらダンボールや新聞など多くの再生可能な資源が燃えるゴミとして出されています。地域
などの廃品回収に出していただき、ゴミの減量化、また地球温暖化防止にご協力いただけますようにお願いし
ます。

新    聞 雑     誌 ダンボール 古　　布 牛乳パック 合　計

627,170 261,603 239,905 68,189 3,746 1,200,613

団体登録をして再生資源の集団回収をしてみませんか？
　再生資源の集団回収をしていただける団体を募集しています。自治会、婦人会、老人会、マンション等の管
理組合、サークルやクラブなど市内にお住まいの方で概ね 10 世帯以上で構成されている団体は、登録していた
だけます。
　なお、登録団体には、集団回収していただいた量に応じ、市から補助金を交付し活動を支援しています。

◎詳しくは、環境課まで

（㎏）

市内事業主のみなさんへ
　市内の各事業主のみなさんは、事業活動に
よって生じたゴミ（産業廃棄物以外）を、自
らクリーンセンターに持ち込んでいただく
か（事前にクリーンセンターへ搬入の申し込
みが必要です）、市が許可した一般廃棄物運
搬業者に委託していただく必要があります。
　葛城市の許可を受けた業者は、次のとおり
です。

事業所名 電話番号
西武開発 0745-53-7676

（株）梨本商店 0745-69-7410
（有）當麻環境 0745-48-0001
南大和環境（株） 0745-65-0051
清掃社　　梅本 0745-65-0834

（有）信成環境 0745-77-1076
阿倍野興業 0745-62-3582
松田清掃 0745-67-1271

（株）中和 0745-48-7705
（株）新和環境 0745-63-1234
（有）グローバル開発 0745-69-9400
坂本清掃 0745-62-6098

（株）エム・エンタープライズ 0745-23-3333
松南クリーン 0745-22-5964

（有）共和開発 0745-62-2286
（株）明南環境 0745-62-0001
吉井建設（株） 0745-69-3365
栄伸開発（株） 0745-63-2455
栄伸開発 0745-69-1155

（有）東洋 0745-62-0002
（有）大隅興業 0745-52-0536
ワールド環境開発 0745-65-0860
エス・イー・イー（株） 0745-65-2033

（株）南部 0744-25-5383
栄和建設（株） 0745-65-2679

 ◎詳しくは、環境課まで
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●●●こんにちは地域包括支援センターです●●●
　いつまでも健やかに住みなれた地域で自立した生活ができる
ように支援するのが地域包括支援センターの役割です。

　広報 2 月号では、高齢者虐待の種類について掲載しましたが、今回は虐

待の深刻化を防ぐために必要な「気づき」についてお話します。

■「気づき」が虐待の深刻化を防ぎます。

　「高齢者虐待」をしている養護者本人には、虐待をしているという認識がない

場合が多く、また、虐待を受けている高齢者自身も養護者をかばったり、知ら

れたくないなどの思いがあるため、虐待の事実を訴えにくく、家庭内における

高齢者虐待は発見されにくい状況にあります。

こんなことが「気づき」を難しくしています

虐待をうけている高齢者が、

	 ★ 子どもなど、家族をかばっているのではありませんか

	 ★ 家族等に遠慮して、言い出せないのではありませんか

虐待をしている人が、

	 ★ 高齢者を励ますつもりでやっていませんか

	 ★ 長年の生活習慣の中に、虐待にあたる言動はありませんか

あなた自身が、

	 ★ 家族の問題には関知できないと考えていませんか

	 ★ 家族の金銭的な問題には立ち入ることができないと思っていませんか

こんなことが「気づき」のきっかけです

高齢者の様子から

	 □ 体に不自然なあざや傷、やけどの痕がある。ケガや傷が治療されていない。

	 □ 汚れていたり破れた服を着ている。季節にあわない服装でいる。

	 □ デイサービスなどを利用したとき「帰りたくない」などの発言が頻繁にある。

	 □ 必要と思われる受診や介護保険サービスが家族の理由でなかなか受けられない。

	 □ 高齢者の衣食住にお金がかけられていない。

介護者の様子・家族・地域での様子から

	 □ 世話や介護に拒否的な発言がある。

	 □ 高齢者に面会させない。

	 □ 介護疲れや病気などつらい様子がうかがえる。

	 □ 部屋の中に衣類や食べ残しが散乱していて非衛生的、異臭が漂っている。

	 □ 高齢者の部屋に外からかぎがかけられている。

	 □ 近所付き合いがなく、戸外にも怒鳴り声やうめき声が聞こえる。

　 「高齢者虐待」を防止するためには、まず、自分の身近な出来事に「疑問」を持ち、「気づく」ことが必要です。

そして、気づいたら一人で抱え込まずに、地域包括支援センター　☎（48）2811　に相談してください。

（高齢福祉課）
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平成 20 年度
「さわやかウォーキング教室」参加者募集

　安全で手軽に楽しめるウォーキング。自然とふ

れ合いながら、心身のリフレッシュとコミュニケー

ションを楽しみませんか。

　市教育委員会では、次の要領で「さわやかウォー

キング教室」を開催します。市民の皆さまのご応

募をお待ちしています。

■第 1 回（市外ウォーキング）

　日　時 ‥6 月 1 日（日）午前 9 時〜午後 4 時頃

　コース ‥山の辺の道　天理～円照寺コース

■第 2 回（市外ウォーキング）

　日　時 ‥11 月 9 日（日）　午前 9 時〜午後 4 時頃

　コース ‥山の辺の道　桜井～天理コース

■第 3 回（ミステリーウォーキング）

　日　時 ‥平成 21 年 3 月 15 日（日）

　コース ‥当日まで非公開

▼申込締切 ‥4 月 30 日（水）午後 5 時まで。

　（毎週火曜日および第2・第4水曜日は休館日です。）

▼申込場所 ‥當麻スポーツセンター

		  ☎（48）6600

　　および、葛城市コミュニティセンター

		  ☎（69）6961 内体育振興課まで

＊各回とも、交通費入場料等は自己負担です。

＊服装は運動できる服装で、持ち物は昼食・飲み物・

　雨具・タオル等です。

＊参加者にはスポーツ安全保険（1、500 円／ 1 人）

　に加入していただきます。

◎詳しくは、体育振興課まで。

平成 20 年度　第１期生募集！

やってみませんか？　体力づくり
　葛城市では、温水プー
ルを利用していつまで
も若々しい体を保つた
めの教室を開催します。
みんなで楽しく体を動
かして、元気になりま
せんか？

名　称 ‥誰でもできる水中運動教室
内　容 ‥ 運動指導士による水中ウォークや水中
　シェイプアップの運動や体操を行い、定期的に
　体力測定や評価を行ないます。
対象者 ‥ 市内に住所を有する 65 歳以上の方で、
　プールを利用した運動を通して体力づくりなど
　に意欲のある方
場　所 ‥葛城市福祉総合ステーション
			   （ゆうあいステーション）
実施日 ‥

　第 1 期生　4 月 23 日〜 7 月 9 日
				    計 11 回（予定）
　第 2 期生　9 月 17 日〜 11 月 26 日
				    計 11 回（予定）
　第 3 期生　平成 21 年 1 月 7 日〜 3 月 18 日　	
				    計 11 回（予定）
時　間 ‥毎週水曜日の
		  午前 10 時 10 分〜 11 時 40 分
費用負担 ‥プール等の使用料として
	 1 回当たり 300 円が必要となります。
募集定員 ‥各期 30 名程度（先着順）

◎詳しくは、高齢福祉課まで。
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① 展示期間 : 別紙「公園まつり」チラシをご覧ください

② 展示場所 : 葛城市中央公民館小ホールほか

③ 公募部門 : 日本画・洋画・彫
ちょうそ

塑・陶芸・書芸・写真

④ 出品資格 : 市内在住・在勤者（18 歳以上・高校生不可）

⑤ 出品点数 : 同一部門１人１点とする

⑥ 作品の大きさ等 :

　☆絵画の部（日本画・洋画・水彩画・水墨画・俳画・版画）

　　○ 20 号以内で、すべて枠張額装とし、裏面には

　　　吊り紐をつけ、額の枠は 11cm 以内とする。

　　○水彩画は四つ切り以上、版画は任意とする。

　☆彫塑・陶芸の部（彫刻・塑
そ ぞ う

像・陶芸・金工）

　　○高さ 50cm 前後、横が 50cm 以内とする。

　☆書芸の部（書道・硬筆習字・てん刻）

　　○字句・書体は随意で、すべての作品は表装ま

　　　たは額付けとする。

　　○作品の大きさは、色紙以上のものであって、

　　　仕上がりの面積が 1.13㎡以内とする。

　　○屏風類は、片面高さ60cm×幅90cm以内とする。

　　○巻物は長さ 140cm 以内とする。

　☆写真の部

　　○題材は自由で、カラー・白黒を問わず四つ切

　　　り以内とする。

　　○組・連写真は 3 枚以内で、一連に結合すること。

　☆その他の部（紙画・手芸・アートフラワー）

⑦ 出品手数料 : 無料

⑧ 作品搬入日 : 別紙「公園まつり」チラシをご覧ください

⑨ 作品搬出日 : 別紙「公園まつり」チラシをご覧ください

⑩ 出品申込 : 葛城市教育委員会事務局生涯学習課、

　中央公民館および當麻文化会館窓口に備え付けの

　出品申込書に記入のうえ、4 月 18 日（金）までに

　提出してください。

　　なお、当日 2 日間の受付・運営などは出品者で行っ

　ていただきますので、出品のみの応募はできません。

（生涯学習課）

葛城市公園まつり

展 示 作 品 の 募 集　葛城市生涯学習課では、日ごろ作品展示の機会の

少ない個人やグループの方を対象に、絵画・陶芸・

クラフトなどの合同展示会を企画しています。

⑴ 展示期間 : 5 月 31 日（土）～ 6 月 1 日（日）

			    午前 9 時～午後 4 時

⑵ 展示場所 : 新庄文化会館展示室

	 （葛城市南藤井 70 番地 1　☎ （69）4600）

⑶ 募集部門 : 絵画・陶芸・クラフトなどで特に制限

　はありません。

⑷ 出品資格 : 葛城市内在住・在勤者（18 歳以上・高

　校生不可）の個人やグループを対象とします。

　　なお、生涯学習課は全体の調整などのバックアッ

　プは行いますが、当日の受付、運営などは出品者

　で行っていただきますので、出品のみの応募はで

　きません。

⑸ 出品点数や作品の大きさ等 : 特に制限はありませ

　んが、展示室の大きさ（展示スペースは 3 ～ 5 グルー

　プ程度）や、応募の状況により調整します。

⑹ 出品手数料 : 無し

⑺ 作品搬入日 : 5 月 30 日（金）午後 2 時～ 4 時

⑻ 作品搬出日 : 6 月  1 日（日）午後 4 時～ 5 時

⑼ 出品申込 : 出品申込書を、生涯学習課（葛城市竹

　内 256 番地 9　當麻文化会館内）に提出してくだ

　さい。（出品申込書は生涯学習課にあります）

　　なお、申込締切は 4 月 18 日（金）とします。

※出品の可否や出品数などは、締切後 1 週間以内に

連絡します。
◎詳しくは、生涯学習課まで

展 示 作 品 の 募 集
～あなたもグループも

応募してみませんか～

 生涯学習公開移動講座

【折り紙クラフト】講座

　折り紙と色紙を使って、ミニ色紙かざりを作ります。
日　時 ‥4 月 20 日（日）午前 10 時〜 11 時 30 分
場　所 ‥當麻文化会館　2 階中研修室
定　員 ‥20 名（先着順）市内在住在勤の方ならど 
　なたでも受講することができます。
申　込 ‥材料費 500 円を添えて、生涯学習課まで。
			   （締め切り 4 月 15 日（火））
※事前に材料を購入しますので、お預かりした材
　料費の返金はできません。（キャンセルの場合は、
　代わりに材料をお渡しします。）

◎詳しくは、生涯学習課まで。
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妊婦一般健康診査公費負担の回数が増えます！

☆健康相談
　●日時：4 月 8 日（火）・23 日（水）

　●受付：午前 10 時〜 11 時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：4 月 9 日（水）・10 日（木）
　　　　　5 月 7 日（水）・  8 日（木）
　●受付：午前 10 時〜 11 時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：4 月 24 日（木）・25 日（金）
　◆受付：午前 10 時〜 11 時
　◆場所：新庄健康福祉センター

　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

　葛城市では、今まで妊娠期間中の妊婦一般健康診査の内、1 回分の公費負担を実施
していましたが、平成 20 年 4 月 1 日より公費負担の回数を 5 回に増やすことになり
ました。
　これは、母体や胎児の健康の確保と少子化対策の一環として、妊娠と出産に係る経
済的不安を軽減し、積極的な妊婦一般健康診査の受診を図るためです。
　なお、既に母子健康手帳の交付を受けた方で、出産予定日が平成 20 年 4 月 1 日以
降の方につきましては、妊娠週数に応じて受診票の追加交付を行います。（転入されて
きた方も含みます。）
　また、市民税非課税世帯を対象に妊娠判定受診料の公費負担制度も新設しました。
　詳しくは、新庄健康福祉センターまでお問い合わせください。

（健康増進課）

ＭＲ予防接種が変わります！

～中学 1 年生、高校 3 年生が新たに接種対象となります～
　麻しん対策の一環として、『麻しん予防接種 1 回世代』の免疫強化を図るため、従来の「1 期」「2 期」に

加え、4 月 1 日から 5 年間に限りＭＲ（麻しん風しん混合ワクチン）予防接種の実施対象が追加されます。

　（「1 期」「2 期」については、これまでどおり実施します。変更点はありません。）

　平成 20 年度の対象者は次のとおりです。

　　　　   1 期　　生後 12 カ月～ 24 カ月の児（満 1 歳児）

　　　　   2 期　　平成 14 年 4 月 2 日～平成 15 年 4 月 1 日生まれ（いわゆる幼稚園等の年長児）

　　　　   3 期　　平成 7 年 4 月 2 日～平成 8 年 4 月 1 日生まれ（中学校１年生相当年齢の者）

　　　　   4 期　　平成 2 年 4 月 2 日～平成 3 年 4 月 1 日生まれ（高校 3 年生相当年齢の者）
　！！注意！！

一人に対して接種回数が 4 回になる訳ではありません。

　○予防接種対象者には、後日予診票を送付いたします。

　○ご不明な点があれば新庄健康福祉センター　☎（69）9900 までご連絡ください。
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

♪♪♪　須田和さんプロフィール　♪♪♪

大阪外国語大学（現　大阪大学外国語学部）卒業、商社勤務の後、第 1 子妊娠中に退職。

2 児の子育てをしながら、大阪府で子育て支援の情報誌を自費出版する「ミズ　プランニング」結成。

講師や講座主催、原稿執筆などを行う。

1996 年～ 1999 年 3 月	 三田市女性センター・指導員

1999 年～ 2004 年 3 月	 兵庫県立男女共同参画センター・情報アドバイザー

2004 年～現在		  尼崎市立女性・勤労婦人センター・所長

兵庫県を中心に自治体の職員研修、事業所の社員・管理職研修、女性センターや公民館での講座、学校

の教職員研修などで、男女共同参画に関する基礎事項や推進の現状や取り組み、地域活動や子育て支援

のネットワークやグループのリーダー研修、セクシュアルハラスメント防止などをテーマに講演を行う。

（人権政策課）

「人権を確かめあう日」記念集会
2008 年集会テーマ
	 「世界人権宣言」採択から 60 年

～“人権の街づくり”へより確かなあゆみを ～

日　時　　4 月 11 日（金）	 受付 ：午後 1 時	 開会：午後 1 時 30 分

場　所　　當麻文化会館 ホール

講　演　　テーマ　　「一人ひとりを大切にする家庭・家族とは

　　　　　　　　　　　		～  　映画「新しい風」をみて考えましょう　～ 」

講　師　　尼崎市立女性・勤労婦人センター　所長　須
す だ

田　和
むつみ

　さん

　町内会長になった夫婦が、児童虐待やドメスティックバイオレンスに関わるうちに「家庭内の人権」につい

て考えていくようになるという内容の映画「新しい風」をみた後、須田さんによる講演があります。

毎月 11 日は「人権を確かめあう日」です。

皆さま、ぜひご参加ください。
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で
最
も
山
火
事
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

豊
か
な
緑
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
次
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

・
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
消
防
署
）

 

多
発
し
て
い
る
（
車
上
ね
ら
い
）
に
警
戒
を
！

　

高
田
警
察
署
管
内
で
の
（
車
上
ね
ら
い
）

の
発
生
件
数
は
、
本
年
2
月
25
日
現
在
で
は

69
件
の
発
生
で
、
昨
年
同
期
の
43
件
と
比
べ

26
件
の
増
加
で
あ
り
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
自
ら
が
対
策
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
、

車
上
ね
ら
い
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
す
ぐ
防
犯
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

＜

 

被
害
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト ＞

● 

短
い
時
間
で
も
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜

き
、
ド
ア
に
ロ
ッ
ク
を
す
る

　

コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
や
自
宅
前
の
道
路
な

ど
で
の
「
ほ
ん
の
数
分
だ
か
ら
」
と
い
う
油

断
は
禁
物
で
す
。

● 

車
内
に
現
金
、
貴
重
品
を
放
置
し
な
い　

　

車
上
ね
ら
い
は
、
車
内
に
カ
バ
ン
が
あ
る

と
、
中
身
に
関
係
な
く
標
的
に
し
ま
す
。

● 

防
犯
装
置
を
つ
け
る

　

可
能
で
あ
れ
ば
、
自
動
車
に
警
報
装
置
を

つ
け
た
り
、
防
犯
性
能
の
高
い
電
子
式
の
ロ
ッ

ク
を
装
備
す
る
な
ど
し
て
、
二
重
三
重
の
防

犯
対
策
を
施
し
ま
し
ょ
う
。

● 

安
全
な
駐
車
場
を
選
ん
で
止
め
る

　

長
時
間
車
を
止
め
る
駐
車
場
の
防
犯
対
策

は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
防
犯
対
策
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

被
害
に
遭
う
可
能
性
は
随
分
減
少
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。
被
害
に
遭
っ
た
り
、
不
審
者
を
見

か
け
た
り
し
た
時
は
、
高
田
警
察
署
☎
（
22
）

0
1
1
0
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

（
高
田
警
察
署
）

●
●
●　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。（
平
成
21
年
5
月
31
日
ま
で
）
●
●
●

▽
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
△

2
月
中

火
災
…
0
件　

救
急
…
95
件　
　
　

救
助
…
1
件

本
年
の
累
計

火
災
…
0
件　

救
急
…
2
0
8
件　

救
助
…
3
件

防
火
ポ
ス
タ
ー

	

入
賞
者
決
ま
る

特
選
（
7
点
）

　

新
庄
中
学
校
（
1
年
）	

川
優
希
美

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

吉
田　

笙
子

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

前
田　

蕗

　

白
鳳
中
学
校
（
1
年
）	

仙
田　

明
子

　

新
庄
小
学
校
（
6
年
）	

西
川　

葵

　

忍
海
小
学
校
（
6
年
）	

辻　

沙
也
佳

　

新
庄
北
小
学
校
（
5
年
）	

福
井　

健
太

入
選
（
14
点
）

　

新
庄
中
学
校
（
1
年
）	

坂
本
健
太
郎

　

新
庄
中
学
校
（
1
年
）	

東
元　

綾
香

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

石
田　

睦

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

草
野  

早
紀

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

川
瑠
璃
嘉

　

白
鳳
中
学
校
（
1
年
）	

松
村
由
美
子

　

白
鳳
中
学
校
（
2
年
）	

竹
原
め
ぐ
み

　

新
庄
小
学
校
（
5
年
）	

福
本　

真
奈

　

新
庄
小
学
校
（
6
年
）	

堀
内　

瀬
菜

　

新
庄
小
学
校
（
6
年
）	

上
本　

湖
菜

　

忍
海
小
学
校
（
5
年
）	

巽　
　

亮
太

　

忍
海
小
学
校
（
6
年
）	

迫
田　

崇
心

　

新
庄
北
小
学
校
（
5
年
）	

中
田　

拓
人

　

新
庄
北
小
学
校
（
6
年
）	

村
井　

美
月

佳
作
（
19
点
）

　

新
庄
中
学
校
（
1
年
）	

田
中
理
保
子

　

新
庄
中
学
校
（
1
年
）	

北
村　

遥
夏

　

新
庄
中
学
校
（
1
年
）	

田　

凌
弥

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

村
上　

雅
恵

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

吉
村　

瞳

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

中
田　

真
菜

　

新
庄
中
学
校
（
2
年
）	

河
合　

光
世

　

新
庄
小
学
校
（
4
年
）	

川　

莉
央

　

新
庄
小
学
校
（
5
年
）	

佐
竹　

舞
香

　

新
庄
小
学
校
（
5
年
）	

西
村　

愛

　

新
庄
小
学
校
（
6
年
）	

西
村　

真
耶

　

忍
海
小
学
校
（
6
年
）	

仲
田　

有
希

　

忍
海
小
学
校
（
6
年
）	
山
岡　

渚

　

忍
海
小
学
校
（
6
年
）	
往
西　

か
な

　

新
庄
北
小
学
校
（
4
年
）	

井
上　

洸

　

新
庄
北
小
学
校
（
5
年
）	

瀬
谷　

一
樹

　

磐
城
小
学
校
（
5
年
）	

森
岡　

純
菜

　

磐
城
小
学
校
（
6
年
）	

川
崎　

美
幸

　

當
麻
小
学
校
（
6
年
）	

竹
田　

陽

努
力
賞
（
5
点
）

　

白
鳳
中
学
校
（
2
年
）	

西
川　

世
理

　

新
庄
小
学
校
（
5
年
）	

西
井　

晴
香

　

新
庄
小
学
校
（
6
年
）	

村
知
加
代

　

忍
海
小
学
校
（
5
年
）	

山
岡　

碧

　

新
庄
北
小
学
校
（
4
年
）	

植
田　

由
樹

※
学
年
は
、
平
成
20
年
3
月
現
在
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4月1日〜5月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

69-5562

22-5024【吉村】52-9754【店】

69-3301
 4

 5

 5/  1（木）～ 5（月）

4

6

20

27

日

日

日

カラオケ発表会

歌＆舞踊 友遊迷人会

無 料

無 料

無 料

入場無料

整理券配布予定

カラオケ喫茶 かよ

佳兵衛（よしべえ）

葛城市立新庄中学校

月　　　　　　　　日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

13：30

13：30

13：00

  6

11

13

日

金

日

高齢者交通安全推進大会

人権を確かめあう日 記念集会

春・音楽の夢

無 料

無 料

無 料

㈶ 奈良県交通安全協会高田支部協会

葛城市人権政策課

月　　　　　　　　日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713

火 水 木木 金 土 日 木木 金火 水 火 水月 土 日 月 金 火土 水 水木木 金 土 木木 金 土日 月 火日 月 日 月

1819 2021222324252627282914

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 20212223242526272829

30

3014

 1  2  3  4  5

 2  3  4  5

22-0110【高田警察署】

69-3001

  9：00～17：00

11：30～16：00

14：00～16：00

展示室（マルベリーホール）

69-5945【中島】第14回写団葛城写真展 無 料 写団葛城
期　　間 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先

  9：00～17：00
（5/5のみ16：00まで）

木

 1

第4回新庄中学校吹奏楽部
スプリングコンサート

葛城市 69-4600【新庄文化会館】 

　ステージオペレータークラブでは、ホールの催し
に欠かせないスタッフを募集しています。

【開催予定日】平成20年9月7日（日）
【開催場所】　新庄文化会館
　　　　　　　（マルベリーホール）

【活動内容・入会資格】

☆ステージオペレータークラブは、新庄文化会館
　の催しにおいて照明・音響・舞台設備の操作等
　を実際に裏方として担当しています。
　また、積極的に新しい催し物（ミュージックフ
　ェスティバル）等の企画・演出にも携わってい
　ただきます。こうした舞台芸術に興味があり、
　一緒に感動を味わってみたい方の参加をお待ち
　しております。
☆16歳以上で性別、経験は問いません。

　　　　　　【お申し込み・お問い合わせ】
　　　　　　　　新庄文化会館

有効期限
　平成20年4月1日～平成21年3月31日

ステージオペレーター募集

第14回ミュージックフェスティバル

平成20年度

☆マルベリーホール主催の公演チケットが、
　割引で一般発売の１週間前より電話で先行予約
　できます。
☆割引購入枚数は、1会員につき2枚まで。
　（先行電話予約枚数を含む）
☆マルベリーホール主催のイベント情報をお送り
　します。

　　　　　　【お申し込み・お問い合わせ】
　　　　　　　　新庄文化会館及び當麻文化会館

申込受付開始
平成20年4月2日

マルベリー友の会♪
♪

出演者募集は5月の広報誌上にて詳しく掲載します
【お問い合わせ】新庄文化会館内
　第14回ミュージックフェスティバル実行委員会

※詳しくは別紙「公園まつり」チラシをご覧ください

※公園まつり映画鑑賞会

 HERO・レミーのおいしいレストラン（上映予定）
未 定
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

 6  7  8  9 101112 15161713 17

火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 木木 金日月 火 水 火 水 水月 土 木木 金 土 木木 金 土日 月 火日 月 日 月

1819 2021222324252627282914

 6  7  8  9 101112 151613 171819 20212223242526272829

30

3014  2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5 2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

 

図
書
館
だ
よ
り

4 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】　

　

日
時

：

4
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

	

『
た
の
し
い
ム
ー
ミ
ン
一
家
』 

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

4
月
13
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
だ
い
ど
こ
ろ
に
も
は
る
が
き
た

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
い
ち
じ
く　

に
ん
じ
ん

　

お　

話
…
お
い
し
い
お
か
ゆ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
と
り
の
み
じ
い

　

絵　

本
…
へ
ん
し
ん　

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

4
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
・
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
そ
ら
は
だ
か
ん
ぼ

　

大
型
絵
本
…
そ
ら
ま
め
く
ん
の
ベ
ッ
ド

　

紙
芝
居
…
も
も
た
ろ
う

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
す
て
き
な
ぼ
う
し
や
さ
ん　

ほ
か

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
と
め
吉
の
と
ま
ら
ぬ
し
ゃ
っ
く
り

　

絵　

本
…
お
と
う
ふ
さ
ん
と
こ
ん
に
ゃ
く
さ
ん

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

行くぞ！山歩き
平野恵理子／著

のはらひめ
おひめさま城のひみつ
なかがわちひろ／作

　

山
歩
き
に
必
要
な
グ
ッ
ズ
の
選
び
方
を

は
じ
め
、
生
息
す
る
動
植
物
、
お
も
し
ろ

小
物
、
食
糧
、
お
す
す
め
コ
ー
ス
な
ど
を

紹
介
。
初
め
て
で
も
楽
し
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
お

す
す
め
コ
ー
ス
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し

み
方
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
行
き
先
候
補
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

お
ひ
め
さ
ま
に
な
り
た
い
女
の
子
、
ま

り
の
と
こ
ろ
に
、「
お
ひ
め
さ
ま
城
」
か

ら
お
む
か
え
の
馬
車
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
お
城
で
お
ひ
め
さ
ま
に
な
る
た

め
の
修
行
を
す
る
の
で
す
。
歯
を
見
せ
な

い
で
笑
う
練
習
、
高
い
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち

な
い
よ
う
に
眠
る
勉
強
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
て
・
・
・
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　日本の旧家を旅する 萬眞智子 ○
　東京裁判はなにを裁いたのか 新人物往来社 ○
　これだけは知っておきたい日本の家ねずみ問題 矢部辰男 ○
　誰でもできる手づくり酢 永田十蔵 ○
　よくわかる接着技術 セメダイン ○
　もっと知りたい上方文化 日本経済新聞社 ○
　800 字を書く力 鈴木信一 ○
　小説防衛省 大下英治 ○
　オンリー・イエスタディ 石原慎太郎 ○
　甘い薬害　上・下 ジョン・グリシャム ○
★チュウガクセイのキモチ あさのあつこ ○ ○
★昆虫たちの擬態　 海野和男 ○
★幸せになる力 清水義範 ○
★またあえるよね こみねゆら ○
★ニャンニャンシティマラソン 谷川晃一 ○
★ぐーぐーぐー　みんなおやすみ イルソン・ナ ○
★いろいろおせわになりました やぎゅうげんいちろう ○ ○
★大型絵本　くものすおやぶんとりものちょう 秋山あゆこ ○
★時の扉をくぐり 甲田天 ○
★ダイドーと父ちゃん ジョーン・エイキン ○
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

 

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
公
開
講
座
】

　
『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
1
回
）

　
　
「
二
上
山
岳
の
ぼ
り
」

▼
日　

時

‥

4
月
12
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

▼
講　

師

‥

浦
西　

勉 

氏

（
奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

		


「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

　

　

 

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
4
月
29
日
（
火

：

昭
和
の
日
）、
5
月
5

日
（
月

：

こ
ど
も
の
日
）、5
月
6
日
（
火

：

振
替
休
日
）
は
祝
（
休
）
日
で
す
が
、
新
庄

区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は

平
常
通
り
行
い
ま
す
。

★
不
燃
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
5
月
6
日
（
火

：

振
替
休
日
）
は
休
日
の

た
め
、
9
日
（
金
）
に
変
更
し
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

‥

林
堂
・
脇
田
・
忍
海
・
薑
・

新
町
・
南
花
内
・
西
辻
・
南
新
町

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

 

消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

4
月
14
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎 

1
階
市
民
相
談
室

▼
日　

時

‥

4
月
28
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所

‥

新
庄
庁
舎 

2
階
会
議
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

※
本
年
度
か
ら
、
毎
月
2
回
當
麻
庁
舎
と
新
庄

庁
舎
で
交
互
に
消
費
者
生
活
相
談
を
行
い
ま
す
。

當
麻
庁
舎

：

第
2
月
曜　

新
庄
庁
舎

：

第
4
月
曜

　

ま
た
、
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
が

相
談
日
と
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で
。

　

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど

の
分
析
調
査
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
既

存
の
民
間
建
築
物
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
の
分
析
調
査
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
建
築
物

：

市
内
で
多
数
の
人
が

利
用
す
る
民
間
の
建
築
物
（
店
舗　

診
療
所

事
務
所
な
ど
）
の
共
同
で
利
用
す
る
部
分 

※ 

個
人
の
住
宅
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

▼
補
助
対
象
者

：

市
内
で
補
助
対
象
建
築
物

を
所
有
し
て
い
る
人
（
共
有
建
築
物
の
場
合

は
、
共
有
者
全
員
の
合
意
に
よ
る
代
表
者
）

▼
補
助
対
象
ア
ス
ベ
ス
ト

：

ひ
る
石 

パ
ー

ラ
イ
ト
な
ど
を
除
く
ア
ス
ベ
ス
ト
お
よ
び
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
（
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル 

な
ど
）

▼
補
助
対
象
経
費

：

1
カ
所
9
0
、
0
0
0

円
を
限
度
額
と
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
に

要
し
た
必
要
経
費

▼
補
助
金
額

：

必
要
経
費
の
2
／
3

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

　

市立図書館から特別貸出のお知らせ
　市立図書館では、4 月 23
日（水）から 5 月 12 日（月）
の「こどもの読書週間」に
ちなみ、貸出冊数を増冊し
ます。大人の方もこの機会
をおおいにご利用くださ
い。貸出期間は 2 週間です。

増冊期間
4 月 19 日（土）～ 5 月 12 日（月）
お一人 10 冊まで

 

葛
城
市
ぼ
た
ん
祭
期
間
中
の
行
事

（
４
月
15
日
～
５
月
15
日
）

　

當
麻
寺
・
石
光
寺
の
ぼ
た
ん
の
開
花
時
期

に
、
當
麻
寺
参
道
お
よ
び
石
光
寺
周
辺
に
ぼ

ん
ぼ
り
を
設
置
し
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
演
出

し
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
練
供
養
を
は

じ
め
、
期
間
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
二
上
山
岳
の
ぼ
り

　

30
年
以
上
続
く
清
掃
登
山
を
目
的
と
し

た
美
化
活
動
で
す
。

　

ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
山
頂
を
目
指
し
、
雌

岳
山
頂
で
は
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

　

4
月
23
日
（
水
）
午
前
11
時
か
ら
新
在
家

大
池
西
側
登
山
口
に
て
受
付

★
葛
城
物
語
探
訪

　

近
鉄
磐
城
駅
を
出
発
点
と
し
て
、
ガ
イ
ド

と
と
も
に
6
つ
の
物
語
に
関
す
る
史
跡
を
訪

ね
ま
す
。（
行
程 

約
12
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

　

4
月
27
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら
近
鉄
磐

城
駅
前
に
て
受
付

※
参
加
希
望
者
の
方
は
、
事
前
に
観
光
協
会

へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
電
話
申
込
可
）

★
當
麻
寺
練
供
養
会
式

　

そ
の
昔
、
17
歳
で
當
麻
寺
で
出
家
し
一
夜

に
し
て
蓮
糸
曼
荼
羅
を
織
り
上
げ
、
生
き
た

ま
ま
極
楽
浄
土
に
往
生
さ
れ
た
と
い
う
伝

説
を
再
現
し
た
古
く
か
ら
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
、
当
日
は
全
国
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

5
月
14
日
（
水
）　

　

　

午
後
4
時
か
ら
當
麻
寺
境
内
に
て

★
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
ま
わ
り
、
全
部
集
め
る
と
素
敵
な
商

品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

　

4
月
15
日
（
火
）
～
7
月
31
日
（
木
）

◎
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課

　

ま
た
は
、
葛
城
市
観
光
協
会

	

☎
（
48
）
4
6
1
1
ま
で
。

 
機
構
組
織
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

　

新
庄
庁
舎
2
階
に
都
市
整
備
課(

旧
都
市

計
画
課
と
旧
建
設
課
を
統
合)

、
生
活
安
全

課
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
當
麻
庁
舎
分
庁

舎
に
商
工
観
光
課
、農
林
課
を
配
置
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
5
月
号
広
報
で
人
事
異
動
も

含
め
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（

企
画
調
整
課
）
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増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

4
月
6
日
（
日
）・
5
月
4
日
（
日
）

		


午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所
‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
48
）
5
3
7
5

▼
日　

時

‥

4
月
26
日
（
土
）

		


午
後
1
時
〜
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
整

備
課
ま
で
。

　

 
労
働
保
険
年
度
更
新
の
時
期
で
す

　

平
成
20
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
4
月

1
日
か
ら
5
月
20
日
ま
で
の
期
間
で
す
。

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
こ
の
期

間
内
に
平
成
19
年
度
概
算
保
険
料
の
確
定

精
算
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
19
年
度
か
ら

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
有
期
事
業
を
除
く
す
べ

て
の
労
災
適
用
事
業
場
の
事
業
主
の
方
に
、

一
律
1
0
0
0
分
の
0

・

0
5
の
「
一

般
拠
出
金
」
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
確
定
保
険
料
か
ら
、
す
べ

て
の
労
災
適
用
事
業
場
の
事
業
主
の
方
に

同
率
に
て
、
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、「
一
般
拠
出
金
」
の
申

告
・
納
付
お
よ
び
平
成
20
年
度
の
概
算
保
険

料
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
年
度
更
新
の

実
施
時
期
が
6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日

に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

　

奈
良
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
7
4
2
（
32
）
0
2
0
3　

　

ま
た
は
、
葛
城
労
働
基
準
監
督
署

	

☎
（
52
）
5
8
9
1

　

ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和
高
田

	

☎
（
52
）
5
8
0
1 　

ま
で
。

　

 

平
成
20
年
度 

大
和
川
合
同
水
防
演
習

「
き
づ
い
て
い
こ
う　

地
域
の
防
災
力　
　

～
い
に
し
え
の
都
・
奈
良
の
安
全
と
安
心
～
」

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
、
奈
良

県
、
県
下
39
市
町
村
主
催
で
、
企
業
・
団

体
等
も
参
加
す
る
合
同
水
防
演
習
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。「
豪
雨
に
よ
り
大
和
川
が
氾

濫
し
、
各
地
で
被
害
発
生
」
と
い
う
想
定
の

下
で
、
参
加
者
が
連
携
・
協
力
し
て
水
防
・

避
難
・
救
助
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
・
県
・
市
町
村
の
災
害
対
策
の
関
係
者
や

消
防
団
（
水
防
団
）
の
き
び
き
び
し
た
活
動

が
見
ら
れ
る
他
、
皆
さ
ん
が
体
験
で
き
る
訓

練
や
防
災
に
関
す
る
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
生
命

や
財
産
を
守
る
水
防
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

《
演
習
場
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
》

○
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
（
南
口
）
と
来
場
者
用
駐

　

車
場
か
ら
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
会
場
ま

　

で
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
（
演
習
当
日
）

　
　

午
前
8
時
～
午
後
1
時　

随
時
運
行

※
会
場
内
に
、
来
場
者
用
駐
車
場
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

▼
日　

時

：

5
月
11
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
正
午　
　

＊ 

小
雨
決
行

▼
場　

所

：

生
駒
郡
斑
鳩
町
目
安
地
区
～
北

　

葛
城
郡
河
合
町
穴
闇
地
区
間
の
、大
和
川
・

　

富
雄
川
合
流
地
点

	

（
最
寄
り
駅

：

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
）

◎
詳
し
く
は
、

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

	

大
和
川
河
川
事
務
所
調
査
課

　
　
　

☎
0
7
2
（
9
7
1
）
1
3
8
1

　

ま
た
は
、
奈
良
県
土
木
部
河
川
課
水
防
情
報
係

　
　
　

☎
0
7
4
2
（
27
）
7
5
0
4

　

ま
た
は
、葛
城
市
役
所
生
活
安
全
課 
ま
で
。

 

自
衛
官
等
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
20
年
度
採
用
の
任
期

制
自
衛
官
（
2
等
陸
・
海
・
空
士
）
お
よ
び

幹
部
候
補
生(

一
般
・
技
術
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

★
任
期
制
自
衛
官
（
2
等
陸
・
海
・
空
士
）

▼
応
募
資
格

：

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間

：

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
試
験
日

：

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
試
験
会
場

：

航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校

（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

★
幹
部
候
補
生(

一
般
・
技
術)

▼
応
募
資
格

：
平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
、

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
。
た
だ
し
、
20

　

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
卒
業
見

　

込
み
者
を
含
む
。）

▼
受
付
期
間

：

4
月
1
日
～
5
月
12
日

▼
試
験
日

：
（
1
次
試
験
）
5
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

（
2
次
試
験
）
6
月
17
日
～
20
日
の
う
ち

指
定
す
る
日

▼
試
験
会
場

：

航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校

（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

奈
良
地
方
協
力
本
部
（P

C
 

用
）

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/nara

◎
詳
し
く
は
、

　

自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

☎
0
7
4
4
（
27
）
9
6
0
0　

ま
で
。

　



　葛城市では、住民の皆さまの身近な相談窓口とし
て、人権擁護委員、行政相談委員、民生児童委員が
様々な相談に応じています。人権に関すること、登
記・道路・福祉・年金・保険など行政に関すること、
その他心配なこと、困っていることがありましたら
お気軽にご相談ください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。

●日時　4月 10日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　4月 17日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　4月 24日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課
	 	 	 	 ☎ 69-3001
　　　　　　　社会福祉協議会	 ☎ 48-3373

●日時　4月 17日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　4月 24日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎ 69-3001

●中南和法律相談センタ−
◎相談会場
　　　　大和高田市総合福祉会館・香芝市役所・橿
　　　　原市役所・王寺町地域交流センター・上牧
　　　　町保健福祉センター・桜井市中央公民館・
　　　　青垣生涯学習センター（田原本町）・宇陀
　　　　市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
　　　　下市町役場・大淀町役場
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎ 0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
＊ 日時等は、電話でご確認ください。


